
2017年 9月 5日（火） NO261号      ふれあい情報                      (1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜TEL＞03-5295-0507＜FAX＞ 03-5295-0541＜e-mail＞ ntr@sv.rengo-net.or.jp 

 

■発  行  日本退職者連合 

■発行人  菅 井 義 夫     

■連絡先  〒101-0062  

東京都千代田区神田駿河台3-2-11 

ふれあい情報 
 

2017年9月5日（火） 第261号 

府
、
政
党
へ
の
要
請
、
さ
ら

に
カ
ジ
ノ
解
禁
法
反
対
の
取

り
組
み
な
ど
、
い
く
つ
か
行

動
し
て
き
た
。
９
月
末
に
は

臨
時
国
会
が
開
か
れ
、
カ
ジ

ノ
解
禁
推
進
法
、
労
基
法
改

正
な
ど
大
き
な
議
論
に
な

る
。
ま
た
政
府
の
方
針
だ
と

介
護
報
酬
、
診
療
報
酬
の
改

定
な
ど
工
程
表
に
基
づ
い
て

動
い
て
く
る
の
で
必
要
に
応

じ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

１
０
０
万
組
織
拡
大
の
目
標

に
向
け
て
進
み
た
い
。
連
合

と
も
連
携
し
て
取
り
組
む
の

で
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。 

 

7
月
14
日
の
定
期
総
会
で

行
動
す
る
退
職
者
連
合
の
取

り
組
み
を
確
認
し
た
。
そ
の

後
、
政
策
・
制
度
要
求
で
の
政

行
動
す
る
退
職
者
連
合
へ

共
に
取
り
組
も
う 

人
見
会
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
） 
第１回幹事会 

 

退
職
者
連
合
は
、
２
０
１
７
年
度
の
第
１
回
幹
事
会
を
８
月
23
日
午
後
１
時
半

か
ら
連
合
本
部
３
階
会
議
室
で
開
き
、
７
月
の
第
21
回
定
期
総
会
で
決
定
さ
れ

た
運
動
方
針
の
具
体
化
を
は
じ
め
、
専
門
委
員
会
設
置
お
よ
び
運
営
規
則
の
一

部
改
定
に
よ
る
政
策
委
員
会
の
設
置
、
常
任
幹
事
３
人
の
承
認
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
２
０
１
７
全
国
高
齢
者
集
会
第
３
回
実
行
委

員
会
で
は
、
集
会
と
デ
モ
の
具
体
的
な
実
施
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。 

政
策
委
員
会
が
新
し
く
ス
タ
ー
ト 

「
専
門
委
員
会
設
置
と
運
営
規
則
」
の
一
部
改
定
し
て
発
足 

人見会長が２０１７年度運動方針の具体

化で決意表明 「行動する退職者連合へ」 

▲第１回幹事会であいさつする人見会長。幹事会には役員、幹事など 38 人が出

席。2017年度運動方針の具体化で意思統一した。（8月23日、連合本部） 

 

会
議
で
は
冒
頭
、
人
見
一
夫
会
長
が

あ
い
さ
つ
し
、
行
動
す
る
退
職
者
連
合

へ
共
に
取
り
組
む
こ
と
を
訴
え
ま
し

た
。（
発
言
要
旨
は
右
） 

 

協
議
事
項
で
は
、
菅
井
義
夫
事
務
局

長
が
２
０
１
７
年
度
運
動
方
針
の
具
体

化
や
専
門
委
員
会
設
置
お
よ
び
運
営
規

則
の
一
部
改
定
案
を
提
起
し
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

 

政
策
・
制
度
要
求
関
連
の
専
門
委
員

会
は
、
年
金
と
医
療
・
福
祉
の
二
つ
に
分

か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
政
策
委
員

会
に
ま
と
め
、
機
能
の
充
実
を
は
か
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
専
門
委
員
長
に
な
る
３
人
の
常

任
幹
事
も
こ
の
日
の
幹
事
会
で
別
掲
の

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

３
つ
の
専
門
委
員
会
の
委
員
に
つ
い

て
も
幹
事
全
員
を
配
置
す
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。 

政策担当  川端邦彦常任幹事 
組織担当  野口敞也常任幹事 
男女平等参画推進担当 
      竹田邦明常任幹事 
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15
回
ほ
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。 

小林須磨子さん 

▲札幌市民合唱祭で披露する「睦」のみなさん。 

退職者連合 検索 

ﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞは退職者連合で検索を 

 退職者連合は、日弁連（日本弁護士連合会）
や全国カジノ賭博場設置反対連絡協議会、中央
労福協、消費者団体、司法書士団体などととも
に8月29日夕方、池袋東口でカジノ解禁推進法
反対の街頭宣伝活動を実施しました。3月、5月、
7月に続く第4波の行動には、各団体から42人
（退職者連合関係は27人）が参加しました（写
真右）。 
 また日弁連の呼びかけに応じて退職者連合
は、カジノ反対の団体署名やパブリックコメン
トの取り組みにも積極的に参加。団体署名では
構成組織（産別・関連退連、地方退連）の協力
を得て9月4日現在、228筆が寄せられました。 
 退職者連合は、今後とも日弁連などと連携し
てねばり強く反対運動に取り組んでいきます。 
  

▲カジノ解禁推進法反対を訴える日弁連の加藤裕副会長。この日

は、６人がマイクをとって都民に訴えました。（8月29日、池袋東口） 

カジノ解禁推進法反対で第４波の街頭宣伝実施 
退職者連合、カジノ反対の団体署名やパブリックコメントを取り組む 

 

小
林
さ
ん
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職

者
の
会
山
口
県
支
部
協
議
会
）
は
、

１
９
８
７
年
１
月
、
職
場
で
の
銭

太
鼓
同
好
会
の
発
足
に
参
画
。
銭

太
鼓
を
通
じ
て
地
域
と
の
ふ
れ
あ

い
を
め
ざ
し
て
活
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
。 

定
年
退
職
後
も
老
人
施
設
の
夏

祭
り
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
誕
生
会

な
ど
で
銭
太
鼓
を
披
露
。
年
間
で

退
職
者
連
合
は
、
内
閣
府
が
主
催
し
て
い
る
「エ
イ
ジ
レ
ス
・ラ
イ
フ

実
践
事
例
・社
会
参
加
活
動
事
例
」事
業
に
賛
同
し
て
２
０
１
７
年
度
に

お
い
て
地
域
で
活
動
す
る
退
職
者
連
合
の
会
員
・団
体
を
推
薦
し
ま
し

た
。
内
閣
府
で
の
選
考
の
結
果
、
エ
イ
ジ
レ
ス
・ラ
イ
フ
実
践
事
例
（個

人
の
部
）で
小
林
須
磨
子
さ
ん
（
79
歳
）、
社
会
参
加
活
動
事
例
（団
体

の
部
）で
札
退
教
（札
幌
市
退
職
教
職
員
協
議
会
）合
唱
サ
ー
ク
ル
「睦
」

（む
つ
み
）が
表
章
さ
れ
ま
し
た
。
賞
状
と
楯
の
伝
達
は
、
全
国
高
齢
者

集
会
で
行
い
ま
す
。
な
お
活
動
内
容
は
、
退
職
者
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

「
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
実
践 

事
例
・
社
会
参
加
活
動
事
例
」 

事
業
と
は 

 

高
齢
社
会
で
の
生
き
方
の
例

と
し
て
、
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ

フ
を
楽
し
ん
で
い
る
個
人
や
社

会
参
加
活
動
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
、

高
齢
期
を
迎
え
た
り
こ
れ
か
ら

迎
え
よ
う
と
す
る
世
代
の
生
活

の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
内
閣
府
が
１
９

９
５
年
９
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
も
の
で
す
。 

 

「
２
０
１
７
年
度
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
実
践
事
例
・
社
会
参
加
活
動
事
例
」
選
考
結
果 

退
職
者
連
合
は
１
個
人
と
１
団
体
が
受
章 

 

合
唱
サ
ー
ク
ル
「
睦
」
の
結
成

は
、
１
９
９
０
年
。
現
在
の
メ
ン

バ
ー
は
約
50
人
。
８
割
が
女
性
で
、

会
の
平
均
年
齢
は
82
歳
で
す
。
毎

年
、
札
幌
市
民
合
唱
祭
に
参
加
し

た
り
、
独
自
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

く
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
合
唱
を
通
じ
て
仲
間

づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

 


